
（参考様式２）　社会資本総合整備計画　（社会資本整備総合交付金）
　　宮古市における良好な水環境の実現 -

　　平成２７年度～平成２９年度（３年間） 宮古市

下水道整備を行い、安全・安心・快適な暮らしを実現し、良好な環境を創造する。

　　　計画の成果目標　（定量的指標）

①宮古処理区の下水道処理人口普及率を59.4％ (H27当初） から59.9％ (H29末） に増加させる。

　　　定量的指標の定義及び算定式

(H29末） （H29末）

①宮古処理区の下水道処理人口普及率 32,800人 32,800人

　下水道を利用できる人口　（人）／総人口 （人） 54,750人 54,750人

交付対象事業

A　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業及び 省略 全体事業費 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 施設種別 工種 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 策定状況

A-1-1 下水道 一般 宮古市 直接 宮古市 管渠（汚水） 新設 254 - -

254

B　関連社会資本整備事業（該当なし）

番号 事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

C　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

0

番号 一体的に実施することにより期待される効果

D　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

番号 事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

交付金の執行状況 （単位：百万円）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている場合その理
由

他事業との工程調整
による

関係機関との協議に
不測の日数を要した
ことによる

入札不調による。

未契約繰越＋不用率(h = (g+h)/(c+d)） 13.0% 10.6% 82.9%

不用額（h = c+d-e-f） 0.000 0.000 0.000

うち未契約繰越額（g） 10.000 7.000 34.000

翌年度繰越額（f） 10.000 7.000 34.000

支払済額（e） 67.169 59.000 7.000

前年度からの繰越額（d） 40.169 10.000 7.000 34.000

交付額（c=a+b） 37.000 56.000 34.000

計画別流用増△減額（b） 0.000 0.000 0.000

配分額（a） 37.000 56.000 34.000 2.000

H27 H28 H29 H30 H31

備考
工種

合計

事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名
事業実施期間　（年度）

備考
工種

費用便益比 備考
工種

事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名
事業実施期間　（年度）

合計

事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名
事業実施期間　（年度）

宮古処理区

幹線・枝線整備（未普及解消） φ200　L=3.9km 宮古市

事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名
事業実施期間　（年度）

費用便益比

D 0百万円
効果促進事業費の割合

0%
Ｃ/（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋D）

全体事業費
合計

254百万円 Ａ 254百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円

(H29末）

（Ａ＋Ｂ+Ｃ＋D）

（H29末） （H27当初）

59.4% 59.9% 59.9%
33,464人

56,331人

（H27当初）

定量的指標の現状値及び目標値 備考

当初現状値 中間目標値 最終目標値 上段：分子　下段：分母

平成 ３０年2月6日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標



（参考様式３）　（参考図面）

宮古市における良好な水環境の実現
平成２７年度～平成２９年度（３年間） 宮古市

　

下水道法による事業計画区域
（整備予定区域）
既設幹線
ポンプ場
処理場
枝線整備

新設　（赤）
増設　（青）
改築　（緑）

計画の名称
計画の期間 交付対象

Ｐ

Ｔ

整備予定箇所の色分け

Ｐ Ｔ

凡例

Ｐ Ｔ

Ｐ Ｔ

宮古処理区

小山田中継ポンプ場

宮古浄化センター

河
南
１
号
幹
線

津
　
軽

　
石
　

幹
　
線

宮
古
７
号
幹
線

宮古６号幹線

宮古５号幹線

宮
古

４
号
幹

線

宮古２号幹線
宮古１号幹線

宮
古
３
号
幹
線

河南２号幹線

津軽石処理区(漁排)

採択年度

供用年度

計画人口

計画面積

平成４年度

平成14年4月1日

1,700人

40.7ha

Ｐ

水質基点(花輪橋)

ＡＡ(イ)

閉伊川　岩手県知事
水 質 汚 濁 環 境 基 準 指 定

S47.4.18　岩手県告示第558号 海域(イ)
Ａ(ロ)

水質基点(宮古橋)

陸中海岸国立公園

凡　　例

認可区域

全体区域

用途指定区域

都市計画区域

自然公園区域

汚水幹線

処理場

ポンプ場

宮古地区

河南地区

687.1ha

352.9ha

1,169.5ha

田鎖地区
23.6ha

－全体計画

津軽石地区
40.7ha

高浜地区

金浜地区

31.4ha

30.7ha

津軽石処理区

認可計画 40.7ha

宮古処理区

全体計画

認可計画  1,087.9ha

1000m

A-1-1

幹線・枝線整備



計画の名称：宮古市における良好な水環境の実現 市町村名：宮古市　

チェック欄

Ⅰ．目標の妥当性

①上位計画との適合等

　１）都道府県構想（見直し予定を含む）に適合している。 ○

　２）流域下水道事業と整合性が確保されている。（流域関連公共下水道のみ） -

　３）市町村独自の下水道整備計画と整合性が確保されている。 ○

②目標値および内容の妥当性

　１）計画人口は適正な数値となっている。（人口普及率等を目標とした場合） ○

　２）緊急性の高い課題に取り組む内容となっている。

Ⅱ．整備計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

　1）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が住民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　５）下水道整備が、他の汚水処理施設の設置より優位となっている。 ○

④事業の効果

　１）十分な事業効果が得られる事業で構成されている。 ○

　２）河川等の水質改善に効果がある。 ○

　３）地震、降雨等により生じる災害を防止する施設を設置する計画となっている。 -

Ⅲ．整備計画の実現可能性

⑤計画の具体性

　１）市町村独自の中期計画に基づいた計画になっている。 ○

　２）都道府県構想により定められた目標と整合する計画になっている。 ○

　３）継続的な汚水処理（雨水処理）の展開が見込まれる。 ○

　４）地域の実状に応じた計画になっている。 ○

⑥円滑な事業執行の環境

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）事業実施のための環境整備が図られている。 ○

　３）下水道法の事業認可を取得している。 ○

社会資本整備総合交付金チェックシート
（下水道事業タイプ）

-　　　該当するものに○
　　  ・ 施設の長寿命化対策　　　　　　　・ 浸水対策　　　　　　　　　　・ 汚泥処理施設
　　　・ 合流改善　　　　　　　　　　　　　　 ・ 処理場の増設　　　　　　　・ 地震対策


